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（
第
一
部
）

　

慶
應
義
塾
大
学
教
授
金
子
勝
氏

の
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
本
経

済
―
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
？
」

と
題
し
た
講
演
を
傾
聴
し
た
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
壊
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
窮
地
に
落
ち
て
い
る
の
で
、
成

果
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
日
本
経
済
は
、
異
次

元
の
金
融
緩
和
政
策
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
明
ら
か
に

失
敗
し
て
お
り
、
デ
フ
レ
経
済
へ

の
逆
戻
り
が
懸
念
さ
れ
る
。
景
気

回
復
の
実
感
が
な
い
中
、
地
域
間

の
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
た
ら
す
株

高
や
不
動
産
価
格
上
昇
の
恩
恵
は
、

大
都
市
の
一
部
に
集
中
し
て
お
り
、

大
手
企
業
の
決
算
で
は
多
く
の
利

益
が
出
て
い
る
が
、
そ
の
利
益
は

内
部
留
保
さ
れ
て
お
り
、
従
業
員

や
下
請
け
企
業
に
落
ち
て
は
い
な

い
。

　

都
心
で
は
ミ
ニ
バ
ブ
ル
が
格
差

を
広
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
郊
外

に
空
家
や
空
地
を
生
む
こ
と
に
な

り
、
都
市
そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。　

　

第
一
の
矢
の
異
次
元
の
金
融
緩

和
で
供
給
し
た
マ
ネ
ー
は
銀
行
の

手
元
に
貯
ま
り
込
み
、
そ
の
為
景

気
を
支
え
る
に
は
、
第
二
の
矢
で

あ
る
財
政
出
動
を
続
け
る
し
か
な

い
、
ま
た
第
三
の
矢
の
雇
用
政
策

も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
ら
れ
た
。

　

不
安
定
な
政
権
の
中
、
諸
外
国

と
交
渉
し
て
い
る
。
国
の
代
表
と

し
て
の
総
理
大
臣
は
誰
が
出
て
き

て
も
他
国
に
比
べ
て
比
較
的
短
命

だ
。
誰
も
が
豊
か
で
穏
や
か
に
生

き
て
行
く
為
に
は
安
定
政
権
の
も

と
強
い
国
と
し
て
の
位
置
づ
け
も

必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
経
済
力

が
増
し
て
い
く
と
私
は
思
う
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

藤
井
）

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
　
７
月
４
日

（
第
二
部
）

　

「
日
本
政
治
の
昨
日
・
今
日
・

明
日
」
と
題
し
、
日
本
放
送
協
会

解
説
副
委
員
長
の
島
田
敏
男
氏
が

講
演
を
さ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日
曜
討
論
」
で
司

会
を
務
め
る
島
田
氏
は
、
安
倍
一

強
政
権
に
至
っ
た
経
緯
や
憲
法
改

正
の
実
現
の
為
に
仕
組
ま
れ
た
、

総
理
在
任
中
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
真
相
な
ど
を
、
解
説
者
目

線
で
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
番
組
等
で
使
用
さ
れ
た

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調
査
」
の
結
果
を

基
に
、
安
倍
内
閣
支
持
率
や
自
民

党
政
権
支
持
率
の
低
下
を
当
時
の

政
策
や
問
題
に
当
て
は
め
な
が
ら

国
民
と
政
府
の
隔
た
り
に
つ
い
て

述
べ
た
。

　

最
後
に
、
次
期
衆
議
院
議
員
選

挙
の
動
向
に
触
れ
、
自
民
党
以
外

突
出
し
た
野
党
が
存
在
し
な
い
国

会
に
お
い
て
、
小
池
百
合
子
氏
の

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
の
国

政
参
入
と
自
民
党
支
持
者
を
上
回

る
無
党
派
層
の
取
り
込
み
が
重
要

だ
と
締
め
く
く
っ
た
。

 　

 

（
広
報
特
別
委
員
会　

北
島
）
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平
成
29
年
７
月
20
日
妹
背
牛
町

に
て
北
空
知
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
１
市
４
町
52
名
の
議
員
が

研
修
を
受
け
た
。
講
師
に
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
の
村

川
寛
海
氏
よ
り
「
求
め
ら
れ
る
議

会
、
議
員
活
動
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
た
。

　

北
海
道
町
村
議
会
の
現
状
、
課

題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議
員
と
し

て
の
役
割
を
他
町
村
の
色
々
な
例

を
あ
げ
て
説
明
さ
れ
、
非
常
に
解

り
易
い
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ

た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

小
松
）

　

平
成
29
年
７
月
25
日
、
沼
田
町

に
お
い
て
空
知
町
村
議
会
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
札
幌
大
学

地
域
共
創
学
群
法
・
政
治
学
系
教

授
浅
野
一
弘
氏
よ
り
、「
危
機
管

理
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

　

「
危
機
管
理
」
と
い
う
言
葉
か

ら
何
を
連
想
さ
れ
る
か
。
身
近
に

起
こ
る
危
機
は
気
象
災
害
だ
け
で

は
な
く
、
人
口
減
少
な
ど
多
様
な

意
味
を
含
ん
で
お
り
、
少
子
高
齢

化
が
加
速
す
る
中
で
、
地
方
に
お

け
る
「
危
機
」
と
は
何
か
、ま
た
、

差
し
迫
っ
た
「
危
機
」
を
感
じ
と

り
、
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
て
い

く
力
と
創
造
力
を
養
う
と
い
う
内

容
で
あ
っ
た
。

　

「
危
機
管
理
」
と
は
、
家
計
、

企
業
あ
る
い
は
行
政
（
国
家
）
が
、

難
局
に
直
面
し
た
場
合
の
決
断
、

指
揮
、
命
令
、
実
行
の
総
体
を
言

う
。

　

危
機
管
理
に
は
、「
予
防
」・「
事

前
準
備
」・「
応
急
」・「
復
旧
」
４

つ
の
局
面
が
あ
り
、
被
害
を
極
力

減
ら
す
た
め
に
平
常
時
か
ら
危
機

に
備
え
る
「
減
災
」
と
い
う
考
え

方
が
重
要
で
あ
る
。

　

危
機
は
連
鎖
す
る
。
例
え
ば
、

地
震
―
津
波
―
原
発
事
故
―
風
評

―
観
光
客
の
減
少
―
景
気
の
冷
え

込
み
―
税
収
の
低
下
―
福
祉
の
カ

ッ
ト
―
自
殺
者
の
増
加
と
い
っ
た

よ
う
に
、
危
機
が
新
た
な
危
機
を

引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
局
面
に
お
け
る
、
Ｔ
（
透
明

性
）
Ａ
（
説
明
責
任
）
Ｐ
（
住
民

参
加
）
Ｅ
（
公
平
性
）
の
重
要
性

は
非
常
に
高
い
。

　

最
後
に
「
こ
の
世
で
、
万
全
の

危
機
管
理
は
存
在
し
な
い
」「
明

日
の
天
気
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、

明
日
の
危
機
は
下
げ
ら
れ
る
」
と

述
べ
ら
れ
、
講
演
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

今
、
大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
が

日
本
列
島
に
大
変
な
災
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
だ
け
に
、
今
回
ま
さ

に
タ
イ
ム
リ
ー
な
講
演
研
修
で
あ

っ
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

佐
光
）

■
空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会
　
　
７
月
25
日

■
北
空
知
議
員
研
修
会
　
　
　
　
　
７
月
20
日

「
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

中
央
要
望
」
参
加
報
告

　
　
　
参
加
議
員
　
小
松
・
小
坂

　

北
空
知
１
市
４
町
、
市
町
各
２

名
に
事
務
局
を
加
え
た
12
名
で
要

望
活
動
を
行
っ
た
。
本
町
か
ら
小

松
、
小
坂
が
参
加
し
た
。

　

要
望
事
項
は
、
農
業
政
策
全
般
。

医
師
の
偏
在
と
地
域
医
療
の
充
実
。

Ｊ
Ｒ
路
線
廃
止
関
連
対
策
を
重
点

要
望
と
し
て
、
道
内
選
出
、
衆
参

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
、
厚
生

労
働
省
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、

意
見
交
換
と
共
に
要
望
書
を
渡
し
、

要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

要
望
に
対
し
、
一
定
の
理
解
は

示
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
場

で
の
具
体
的
な
応
答
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
。
今
後
も
継
続
的
活
動
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

 

定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
　
第
３
回
定
例
会
は 

９
月
12
日
～
15
日 

の
予
定
で
す
。
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８
月
上
旬
、
近
隣
の
議
員
と
共

に
中
央
要
望
で
東
京
に
行
っ
て
き

た
。
要
望
事
項
を
ま
と
め
関
係
省

庁
職
員
と
の
意
見
交
換
、
道
内
選

出
の
衆
参
国
会
議
員
に
要
請
す
る
。

来
年
度
予
算
の
積
み
上
げ
前
の
行

動
だ
。

　

国
の
役
人
等
と
話
す
の
は
、
議

員
と
農
民
協
時
代
を
合
わ
せ
る
と

結
構
な
回
数
に
な
る
が
、
何
時
も

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
こ
ち
ら
の
話
に
は
一

定
の
理
解
を
示
す
が
、
大
抵
「
し

か
し
で
す
ね
」
が
入
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
。
同
じ

要
件
で
も
話
す
時
期
だ
っ
た
り
、

同
部
署
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
に

よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
結
果
が
違

っ
た
り
す
る
こ
と
だ
。

　

普
段
の
生
活
で
も
こ
う
い
っ
た

こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
利

害
が
絡
む
要
件
で
は
微
妙
で
あ
る
。

　

話
し
合
う
中
で
結
果
の
変
化
は
、

あ
る
意
味
不
謹
慎
で
あ
る
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
面
白
い
。

　

時
と
場
合
は
勿
論
あ
る
。
先
ず

は
話
し
て
み
る
、
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
坂
一
行
）


